
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入例 

 

 子どもたちは，「人に優しくしたい」という思いをもっています。多くの人と関わることで，相手の

気持ちが分かり，人のために何かをしたいという思いを高めます。子どもたちの思いやりの心を育む

ために，今後も，地域の方々と関わる体験活動に御協力をよろしくお願いします。 

 

＜１・２年生では＞ 

○ 気持ちのよい挨拶や言葉遣いに心掛け，友だちと仲良くし，助け合う。 

○ 身近にいる人々や生き物の生命に気付き，生命を大切にしようとする。 

＜３・４年生では＞ 

○ 互いに認め合い，助け合う。 

○ 生命の尊さを知り，自他の生命を大切にする。 

＜５・６年生では＞ 

 ○ 互いに信頼・協力し，学び合い，高め合う。 

 ○ 自然・環境の大切さ・偉大さを知り，自他の生命を尊重する。 

 子どものもてる力を引き出す勇気付ける教育を心掛け，思いやりに満ち，自他の

生命を尊重しようとする心豊かな児童を育成します。  

  

 

道徳教育総合推進サイト｢モラルＢＯＸ｣には，「愛知102２校の取組」など，学校の道徳教育

推進や家庭・地域・学校の連携に役立つ情報が満載です。 クリック 

 地域の方との「ふれあい活動」から 

 2 年生は生活科の授

業として，学校の近く

にある犬山西老人憩い

の家に出掛けました。

ここで，お手玉や，あ

やとり，けん玉，百人

一首の坊主めくりなど

昔の遊びを通して高齢

者の方と触れ合ってき

ました。高齢者の方も

子どもたちも柔らかな

笑顔で，楽しいひとと

きを過ごしました。子

どもたちにとってとて

も心温まる体験だった

と思います。 

 

 ５年生は，６月 18 日（木）に

社会福祉協議会の方を講師に招

いて，福祉実践教室を行いまし

た。児童は手話，要約筆記，点字，

ガイドヘルプの四つのグループ

に分かれて，学習をしました。障

害がありながらも，多くの人と関

わり，さまざまな道具を使って生

活を工夫することで，生き生きと

生活を送っている講師の方の姿

から，障害があっても，工夫と人

との関わりで幸せに生活できる

ということを実感できたようで

した。児童は，人による支援の大

切さと道具など環境面の工夫の

重要性を学ぶことができました。 


